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１【新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書の提出理由】
 2021年２月12日付をもって提出した新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の記載事項のうち、「第一部 

企業情報 第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (2）その他」の記載内容の一部を訂正するため、新規上場申請の

ための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報 …………………………………………………………………………………………………………  1頁 

第５ 経理の状況 ………………………………………………………………………………………………………  1

１ 連結財務諸表等 ………………………………………………………………………………………………  1 

(2）その他 ………………………………………………………………………………………………………  1

① 連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………  1

注記事項 …………………………………………………………………………………………………  1

（連結損益計算書関係） ……………………………………………………………………………  1

（税効果会計関係） …………………………………………………………………………………  2

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は＿＿＿罫で示してあります。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（２）【その他】

① 連結財務諸表 

注記事項

（連結損益計算書関係）

※２ 減損損失 

当連結会計年度（自 2020年１月１日 至 2020年12月31日）

  （訂正前） 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。 

場所 用途 種類

京都市西京区 事業用資産（介護事業） ソフトウエア 

 当社グループは、原則として、事業用資産については営業拠点を基準としてグルーピングを行ってお

り、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

 当連結会計年度において、福祉用具業務の撤退の決定に伴い、当社が保有する事業用資産の一部につ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。そ

の内訳は、ソフトウエア237千円であります。

 なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込まれない

ため、回収可能価額を零として評価しております。

 

  （訂正後）

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。 

場所 用途 種類

京都市西京区 事業用資産 リース資産 

 当社グループは、原則として、事業用資産については営業拠点を基準としてグルーピングを行ってお

り、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

 当連結会計年度において、福祉用具業務の撤退の決定に伴い、当社が保有する事業用資産の一部につ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。そ

の内訳は、リース資産237千円であります。

 なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込まれない

ため、回収可能価額を零として評価しております。
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（税効果会計関係） 

当連結会計年度（2020年12月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

  （訂正前） 

 
当連結会計年度 

（2020年12月31日） 

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金（注） 797千円

未払事業税 2,063

減価償却超過額 20,741 

賞与引当金 10,764

土地 3,821

その他 5,287 

繰延税金資産小計 43,477

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △21,822

評価性引当額小計 △21,822

繰延税金資産合計 21,654

繰延税金負債  

その他 △2,249

繰延税金負債合計 △2,249

繰延税金資産（負債）の純額 19,405

 

（以下省略） 

 

  （訂正後）

 
当連結会計年度 

（2020年12月31日） 

繰延税金資産  

税務上の繰越欠損金（注） 797千円

未払事業税 2,063

減価償却超過額 20,659 

賞与引当金 10,764

土地 3,821

その他 5,369 

繰延税金資産小計 43,477

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △21,822

評価性引当額小計 △21,822

繰延税金資産合計 21,654

繰延税金負債  

その他 △2,249

繰延税金負債合計 △2,249

繰延税金資産（負債）の純額 19,405

 

（以下省略） 
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